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道路はみんなの財産です！！
規定を超える重量で道路を走行する過積載は、ボディーブローのように徐々に舗装や

橋梁の損傷を進めるなど、道路の寿命を縮める大きな原因の一つです。さらには車両の
横転等により重大な事故につながる可能性もあります。
また、規定を超える重さや寸法で道路を走行する場合は特殊車両として通行許可が必

要であり、許可を受けた車両は通行経路や走行時間等の許可条件に適合した走行をする
必要があります。
これを受け、新潟国道事務所では津川警察署とともに、過積載や特殊車両のルール違

反がないかどうかの現地取締りを下記のとおり実施します。
併せて、本格的な降雪期を前に、引き込み車両に対して冬タイヤ早期装着及び登坂不能

防止啓発チラシの配布も実施します。

□取締日時：平成２５年１１月２６日（火）１４時～１６時 （小雨決行）
□取締場所：国道４９号 津川除雪ステーション（東蒲原郡阿賀町野村地先）

実施内容：■道路管理者による特殊車両を対象とした道路法による取締り
■新潟県警による過積載を対象とした道路交通法による取締り

※現地取材は津川除雪ステーション内の指導室へ、取締り時間中(14時～16時)にお越し下さい。

『違法トラックの合同取締り』及び

『冬タイヤ早期装着の啓発活動』を実施します

〒950-0912 新潟市中央区南笹口2-1-65

新潟国道事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/

記者発表資料
新潟県政記者クラブ

新潟日報社（津川支局）

ホームページトップのバナーから

かわら版「にいこくひろば」はじめました！

至：福島方面至：新潟方面

津川除雪ステーション
（取締り場所）



ルール違反の車両が道路に及ぼす影響

道路が傷められる原因には、定められたルールを守らず通行するこ
と等があげられ、このルール違反の車両が非常に大きな比率を占めて
いる状況にあります。また、ルール違反の車両が沿道環境に与える影
響も大きなものとなっています。特に重量超過車両が道路の構造に与
える影響は、非常に大きなものがあります。

橋梁床版に与える影響は、トレーラー（５軸）の重量が２倍になると、２０ｔの
トラック（３軸）の交通量が約４，０００倍になった場合と同程度です。

舗装のひび割れ 舗装のわだち掘れ 橋の裏面の様子

「特殊車両」は通行許可が必要です

大型トレーラなどの「特殊車両」は、大きな貨物や大量の貨物を
目的地に届けるために必要なことで、私たちの暮らしに大変役立っ
ています。この「特殊車両」は重量が重く、寸法も大きいため、他
の通行車両に迷惑をかけないように通行したり、道路を傷めないよ
うにさまざまなルールが定められています。
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一般的制限値車両の諸元
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これらの制限値を１つでも超える車両は「通
行許可」が必要です！

※但し、隣り合う車軸の軸距が１．３メートル以上、かつ、隣り合う車軸の軸重がいずれも９．５トン以下
のときは１９トン

ルール違反車

＊ 【改正内容】
・特殊車両を繰り返し違法に通行させた者等を国道事務所等に呼び出して対面で
是正指導書を手交し、是正措置を講じることを指導。

・是正指導を繰り返し受けたにもかかわらず、是正に応じない場合は、弁明 の機会を
付与した上、再び是正指導を実施し、その会社名及び是正指導内容等を公表。

・重大な交通事故や常習的に違反をした場合等は、聴聞を行った上で、許可を取消し、
会社名や取消し内容等を公表。

国土交通省では、＊本年3月1日より特殊車両に対する
指導取締要領を改正し、特殊車両の通行に対する指導、
取締の徹底を図っています。

【H25.8.28実施取締りの様子】


